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わらアートまつりを
開催します

　ギネス世界記録®に認定された「田んぼアート」から出た
稲わらを使って制作される巨大な「わらアート」の展示が、11
月29日㈰から始まります。巨大な わらアート制作実行委員
会では完成したわらアートを披露するため、「わらアートまつ
り」を開催します。

▶日 時　11月29日㈰午前10時～午後2時
　　　　　　※雨天決行
▶場 所　古代蓮の里
▶主 催　巨大な わらアート制作実行委員会
▶そ の 他　わらアートは、平成28年3月27日㈰まで展示し
　　　　　　ます。
▶問い合わせ　同実行委員会事務局（商工観光課内・内線382）

2015 ぎょうだ“夢”まつり
　今年も「ぎょうだ“夢”まつり」を開催します。農産物や花の販売
を行う農業祭ブース、自然環境の紹介やエコカーの試乗体験ができ
る環境ブース、県内外の多彩なご当地グルメが集結するご当地グル
メブース、ゼリーフライ、洋菓子・和菓子の販売他、さまざまなイ
ベントが会場を盛り上げます。また、ゼリーフライ大食い大会や行
田ゼリーフライ選抜総選挙、ぎょうだ足袋コレも開催します。

▶日 時　11月23日㈪午前10時～午後3時※雨天決行 
▶場 所　産業文化会館前    
▶主 催　2015ぎょうだ“夢”まつり実行委員会  
▶問い合わせ　同実行委員会事務局（商工観光課内・内線382）

　ゼリーフライを10分
間でどれだけ食べられる
かを競います。
 ▶開催時間　
　午後0時30分（予定）
▶場 所　
　会場内メーンステージ
▶対 象　高校生以上
▶募集人数　20人（先着順） 
▶参 加 費　500円※当日徴収します。
▶そ の 他　上位3人に賞品を贈呈します。
▶ 申し込み　11月2日㈪～ 16日㈪に直接または電話で同
実行委員会事務局（商工観光課内・内線389）

第3回ゼリーフライ大食い
大会参加者募集

昨年の大会の様子

　家庭や事業所などで井戸水を使用し、この排水を公共下水道に
流している場合、下水道使用料が掛かりますので、使用開始届を
提出してください。また、井戸水の使用人数などの変更、使用休
止の場合には、速やかに下水道課までご連絡ください。
　なお、下水道事業は、下水道使用料で運営されています。公共
下水道を使用している方は、使用料を納入期限内に納入するよう
お願いします。

▶ 問い合わせ　同課業務担当☎564―0303（前谷1―1・水道庁
舎内）

　下水道が整備された区域で、まだ下水道へ切り替えていない方
は、1日も早く下水道への接続をお願いします。
　くみ取り式トイレは、下水道が利用可能になった日から3年以
内に下水道に接続することが義務付けられています。また、浄化
槽を使用している方は、速やかに下水道に接続してください。
　地域の生活環境を向上させるために、1日も早い下水道への接
続をお願いします。なお、接続工事は、必ず「行田市排水設備指
定工事店」に依頼してください。ご不明な点は、下水道課へ問い
合わせください。

▶ 問い合わせ　同課普及促進担当☎564―0303（前谷1―1・水
道庁舎内）

　鴻巣行田北本環境資源組合では、ごみ処理広域
化に向け、鴻巣市・行田市・北本市の3市（以下「構
成市」）全体のごみ減量目標や新たに建設するごみ
処理施設について定める「一般廃棄物（ごみ）処理
基本計画（案）」および「広域処理に向けた基礎調査
（広域化方針）報告書（案）」の策定を進めています。
このたび、これらの計画の策定に対する意見を募
集します。

パブリックコメント（意見募集）
▶意見募集・閲覧期間　
　 12月7日㈪～平成28年1月8日㈮（土・日曜日、
祝日、年末年始を除く）午前8時30分～午後5
時15分　
▶ 閲覧場所　鴻巣行田北本環境資源組合計画建設
課（鴻巣市立教育支援センター東館内）、構成市
市政情報コーナー、組合および構成市のホーム
ページ
▶意見を提出できる方
　・市内に住所を有する方
　・構成市内に事務所または事業所を有する方
　・構成市内の事務所または事業所に勤務する方
　・構成市内の学校に在学する方
　・構成市に対して納税義務を有する方
　・本案件に利害関係を有する方
▶ 意見提出方法　閲覧場所で配布している意見書
（ホームページからダウンロード可）に必要事項
と意見を記入の上、持参、郵便、ＦＡＸ、Ｅ
メールのいずれかの方法で提出してください。
【持参・郵送】〒365―0004 鴻巣市関新田
1300―1 鴻巣行田北本環境資源組合計画建設
課（鴻巣市立教育支援センター東館内）【ＦＡ
Ｘ】501―6209【Ｅメール】kgk-sigen-br@
k-ichikumi.jp
▶ そ の 他　意見に対する個別の回答は行いませ
ん。結果はホームページなどでお知らせします。
個人情報については、本件以外の目的で使用し
ません。

説明会
　パブリックコメントの実施に当たり、今回策定
する計画などの概要について説明会を開催します。
▶ 日　　時　12月5日㈯午前10時30分（午前
10時から受け付け）
▶ 場　　所　クレアこうのす大会議室Ａ・Ｂ（鴻
巣市中央29―1）
▶ そ の 他　予約は不要です。直接会場にお越し
ください。
▶ 問い合わせ　同組合☎501―6708

古代蓮の里イルミネーション2015

　古代蓮の里ではこれまでクリスマスイベント「10万石の夜景」
として、古代蓮会館内や古代蓮の里の玄関口である南側駐車場
ロータリーのケヤキ、通称「シンボルツリー」にもイルミネーショ
ンを装飾しました。今年度も各企業、団体の皆さんの協力によ
り実施する予定ですので、ぜひご来園ください。

▶ 期　　間　 11月20日㈮～平成28年1月11日㈪
　※ 古代蓮会館内で行われるプレミアムイベント「10万石の夜景」

は11月28日㈯・29日㈰、12月5日㈯・6日㈰・12日㈯～
25日㈮です。

▶点灯時間　【12月31日まで】午後4時30分～ 9時30分
　　　　　　【 1月11日まで】午後5時～ 9時30分
▶場　　所　古代蓮の里園内
▶主　　催　古代蓮の里イルミネーション推進協議会
▶問い合わせ　同協議会事務局（都市計画課内・内線5602）
 

鴻巣行田北本環境資源組合
からのお知らせ

下水道への接続をお願いします

井戸水にも公共下水道の使用料が掛かります



2015.11 市報 ぎょうだ 2223

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５
６
―

９
５
３
０
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
０
７
９
２

　
市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
紹
介
制
で
、
紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
登
録
品
は
無
料
で
登
録
期
間
は
3
カ
月
で

す
。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登

録
の
際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さしあげます

ゆずってください

▷ポータブルトイレ　▷学習机　▷男の子用自転車（24
インチ）　▷シルバーカー　▷ペットハウス（室内用）　
▷叙勲額　▷子ども用滑り台　▷電気ファンヒーター　
▷延反台　▷ベビーバス

▷扇風機　▷洗濯機　▷ＣＤラジカセ　▷液晶テレビ　
▷ベビーベッド　▷パソコン　▷ベビーチェア

不
用
品
情
報

▶ 日 時　12月18日㈮
　午前10時30分～午後1時30分
▶場 所　ＶＩＶＡぎょうだ調理室
▶ 内 容　チョコで本格ハッシュドビーフ、塩ヨーグ
ルトのポテトサラダ、カッテージチーズのケーキを作る。

▶講 師　明治出前教室スタッフ
▶対 象　市内在住・在勤の男女
▶定 員　25人（先着順）
▶参 加 費　500円
▶ 持 ち 物　エプロン、スリッパ、三角巾またはバンダナ
▶ 申し込み　11月13日㈮～ 12月10日㈭に直接また
は電話でＶＩＶＡぎょうだ（11月23日を除く月曜日
および11月24日㈫は休館）

　※ ひととき保育の申し込み（2歳以上の未就学児）は
12月4日㈮まで

▶問い合わせ　ＶＩＶＡぎょうだ☎556―9301

簡単ワザあり料理教室
～ちょこっとチョコでコクと香りを塩ヨーグルト
や牛乳で手づくりチーズなど簡単ワザ満載～

フラワーアレンジメント講座
「お正月の花アレンジしてみませんか！」

▶日 時　12月26日㈯午前10時～正午
▶場 所　ＶＩＶＡぎょうだ学習室
▶ 講 師　橋本富江さん（行田市男女共同参画推進セ
ンター登録団体）　

▶定 員　20人（先着順）　
▶参 加 費　2,000円（花代・器代）
▶持 ち 物　木ばさみ(お持ちの方)
▶ 申し込み　11月17日㈫～ 12月17日㈭にＶＩＶＡ
ぎょうだへ参加費を添えて直接申し込みください。
（11月23日を除く月曜日および11月24日㈫は休館）
　※ ひととき保育の申し込み（2歳以上の未就学児）は
12月10日㈭まで

▶問い合わせ　ＶＩＶＡぎょうだ☎556―9301

ごみゼロ運動を実施します

　生活環境の美化を図るため、全市民参加の市内一斉清
掃（ごみゼロ運動）を行います。各地区衛生協力会会員の
皆さんのご協力をお願いします。

▶日 時　11月15日㈰午前8時～ 10時
　※ 悪天候の場合は22日㈰。なお、悪天候などにより
中止する場合は午前6時30分に防災行政無線でお
知らせします。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

第一弾　中央公民館　
市民セミナーを受講してみませんか

▶場 所　中央公民館第２学習室
▶対 象　市内在住・在勤の方
▶定 員　50人
▶受 講 料　無料
▶申し込み　11月17日㈫午前９時から直接同館窓口
　(電話受け付けは翌日午前９時から)
▶問い合わせ　同館☎556―2649

講座名および内容 日　時 講　師

｢七転んでも八起き上がれる体づ
くり」
若さを維持し、病気に負けない体
づくりのヒントや、腰痛膝痛予防
について学びます。

12月22日㈫
午後１時30分
～３時

新井恵子さん
(㈳日本高齢者運
動機能向上研究会
代表理事・健康運
動指導師)

｢大雪と竜巻～行田の気候はこれ
からどうなる～」
近年行田でも被害の遭った大雪や
竜巻はなぜ起きたか、天気図の見
方などから学びます。

平成28年
1月20日㈬
午後1時30分
～３時

熊谷地方気象台　
職員

｢旅を楽しむ
～関東周辺に行ってみよう～」
旅作り、旅に参加する楽しさを紹
介し、元気付けの一助とします。

平成28年
1月27日㈬
午後1時30分
～３時

㈱ＪＴＢ関東　
社員

　南小学校と北河原小学校に勤務し
ているALT（外国語指導助手）のス
ティーブンさんが、日本とフィリピ
ン共和国の学術交流に功績があった
として、フィリピン大使館から表彰
されました。

▶問い合わせ　学校教育課学校教育
　改革担当☎556―8316

9月26日にフィリピン大使館で
ロペス駐日フィリピン大使（左）から
表彰されるスティーブンさん（右）

お祭り用品・自治会集会所備品整備で
地域のコミュニティーづくり

　（一財）自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業として、地域住民
の自主的なコミュニティー活動の促進と自治意識の向上を目的に、宝くじの
受託事業収入を財源としてコミュニティ助成事業を実施しています。今年度、
市ではこの宝くじの助成を受けて、市内2つの自治会が次のような備品の整
備を行いました。

▶問い合わせ　地域づくり支援課自治振興担当（内線251）

皿尾自治会
　皿尾自治会（岩田照美会長）では、
平成27年3月に新築した皿尾自治会
集会所の備品の整備を行いました。
同自治会はこれらの備品を使用して
夏祭りや高齢者の生きがい事業など、
活発な自治会活動を行っていきます。

フィリピン大使館から
表彰されました

下町自治会
　下町自治会（岡田則之会長）では、自
治会を挙げて市民祭行田浮き城まつり
に取り組んでおり、山車の修繕や法被
の購入などお祭り用品の整備を行いま
した。同自治会は今後も、浮き城まつ
りへの参加を通して世代間交流を図り、
コミュニティーの活性化を進めます。

新しい会議用テーブルやホワイトボード
で自治会の会議を行いました。

修繕した山車と新しい法被を使って浮き
城まつりに参加しました。

平和のためのポスター展を開催します
　戦後70年事業として、市内の小・中学生を対象に「平和のためのポスターコンクー
ル」を実施しました。小学生の部61作品、中学生の部29作品の応募の中から、それ
ぞれ最優秀作品賞1点、優秀作品賞4点が決定しましたので紹介します。
　また、入賞作品および応募のあった全作品を展示しますので、ぜひご覧ください。
入賞作品の展示
▶期 日　11月24日㈫～ 12月8日㈫（土・日曜日を除く）
▶場 所　市役所1階税務課―保険年金課間通路

応募全作品の展示
▶日 時　12月10日㈭～ 22日㈫午前9時～午後9時30分
　　　　　　（水曜日を除く）
▶場 所　コミュニティセンターみずしろ1階ギャラリー
▶入 賞 者　【小学生の部】
 　　最優秀作品賞　
 　　井手  愛結さん（南小学校5年生） 
 　　優秀作品賞
 　　太田  吏音さん（太田東小学校6年生）　
 　　深井  仁愛さん（東小学校5年生）
 　　古畑  鈴奈さん（西小学校2年生）
 　　斉藤  里奈さん（西小学校1年生）
▶問い合わせ　地域づくり支援課くらし安心担当（内線252）

【中学生の部】
最優秀作品賞
児玉  妃世莉さん（忍中学校3年生）
優秀作品賞
向井  奏恵さん（忍中学校2年生）
江黒  来夢さん（忍中学校1年生）
齋藤  優花さん（忍中学校1年生）
松本  彩愛さん（忍中学校1年生）

井手  愛結さんの作品

児玉  妃世莉さんの作品
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前7時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につ
ながります(携帯電話可)。
・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

子どもの健康 休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

11月15日（日) 清幸会行田中央総合病院 11月29日（日)) 壮幸会行田総合病院

11月22日（日)) 壮幸会行田総合病院 12月 6日（日)) 清幸会行田中央総合病院

11月23日（月)) 清幸会行田中央総合病院 12月13日（日)) 壮幸会行田総合病院
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乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 12月4日㈮午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け)
対 象　 平成27年6月15日～ 7月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

ママ・パパ教室
　これからママ･パパになる方を対象に、楽しく友達
づくりをしながら、子育てについての教室を行ってい
ます。ぜひご参加ください。

日　　時　 11月24日㈫午後１時15分～４時(午後1
時から受け付け）

場　　所　保健センター　　
内　　容　 妊娠中の栄養の話、沐

もくよく
浴実習、フリートーク

　　　　　※初妊婦向けです。
対　　象　妊婦とその家族
定　　員　16人(先着順)
注　　意　 安定期に入った妊娠中・後期(16週～34週)

の参加をお勧めします。
申し込み　 11月20日㈮までに直接または電話で保健

センター

在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝た
　きりの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、
年末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

ひきこもり家族教室

高齢者肺炎球菌定期予防接種はお済みですか
対　　象　 次の①または②に該当し、これまで「ニューモバッ

クスNP(23価肺炎球菌筴膜ポリサッカライドワクチ
ン）」の接種を受けていない方

　　　　①

　　　　② 接種日現在60歳以上64歳以下の方で、心臓、腎臓
または呼吸器の機能に重度の障害(身体障害者手帳
１級程度)のある方、またはヒト免疫不全ウイルス
によりにより免疫機能に障害がある方

接種期間　平成28年3月31日㈭まで
　　　　　※ ①の方は、平成28年4月1日以降、定期接種と

して接種することはできません。
そ の 他　 市内の指定医療機関の一覧などは、「市報ぎょうだ」4

月号・6月号に掲載しています。不明な点がありま
したら、保健センターへ問い合わせください。　

場　　所　加須保健所小会議室(加須市南町5―15)
対　　象　 市内在住で、明らかな発達障害や精神科などの病気が背景にない

青年期のひきこもり状態にある方の家族(3日間参加できる家族)
定　　員　10人
参 加 費　無料
申し込み　 11月16日㈪までに、加須保健所精神保健担当へ電話で

申し込みください。※事前に来所相談していただき、参加
の可否を決定します。

問い合わせ　同所保健予防推進担当☎0480―61―1216

日　時 テーマ 講　師

11月26日㈭午後2時～4時 精神科医からみた｢ひきこもり｣
の背景にある病気や障害 精神科医

12月2日㈬午前10時～正午
ひきこもる青年の心理と対応 臨床心理士

平成28年1月6日㈬午前10時～正午

　
12
月
か
ら
2
月
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
食
中
毒
が
非
常
に
多
く
な
る
季

節
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が

非
常
に
強
く
、
下
痢
、
嘔お

う
と吐
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① 

感
染
者
が
調
理
中
に
食
品
を
汚
染

し
、
そ
の
食
品
を
食
べ
た
人
が
感
染

す
る
場
合
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
二
枚

貝
を
、
十
分
に
加
熱
し
な
い
ま
ま
食

べ
た
場
合

　

予
防
の
た
め
に
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、
手
洗
い
や
加

熱
、
消
毒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
消
毒
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塩
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系
漂
白
剤
が
有
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で

す
。
症
状
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治
ま
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た
後
も
、
数
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ら
数
週
間
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イ
ル
ス
が
体
内
に
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り
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で
、
こ
の
間
は
し
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か
り
手
洗
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ま
し
ょ
う
。
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所
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０
４
８
０
―
６
１
―
１
２
１
６

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
・
感
染
症
に

ご
注
意
を

看護職の届出制度が
始まりました

　10月から「看護師等の人材確保の推進に関する法
律」の改正により、看護職の資格を持っていて就業し
ていない方は届け出をしていただくことになりまし
た。転居や出産育児などで離職した方などは問い合わ
せください。

問い合わせ　 埼玉県ナースセンター☎048―824―
7220

65歳 昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生まれの方

70歳 昭和20年4月2日～昭和21年4月1日生まれの方

75歳 昭和15年4月2日～昭和16年4月1日生まれの方

80歳 昭和10年4月2日～昭和11年4月1日生まれの方

85歳 昭和 5年4月2日～昭和 6年4月1日生まれの方

90歳 大正14年4月2日～大正15年4月1日生まれの方

95歳 大正 9年4月2日～大正10年4月1日生まれの方

100歳 大正 4年4月2日～大正 5年4月1日生まれの方

犬のふんを持ち帰りましょう
　最近、「犬の散歩中のふんが放置されてい
る」との苦情が寄せられています。ふんをそ
のままにしておくことは環境上、衛生上よく
ありません。また、土地の所有者や管理者に
とっては迷惑なことであり、通行する人にも
不快な思いを与えます。
　皆さんが気持ちよく暮らせる快適な環境と
美しいまちづくりのために、犬の散歩をする
ときはマナーを守るよう協力をお願いします。
　
飼い主は責任を持って必ずふんを持ち帰りましょう
　犬のふんの放置については、「行田市愛犬
条例」の中に飼い主が順守しなければならな
い事項として、「散歩などにより飼い犬を連
れ出すときは、ふんを処理するための用具を
携行し、ふんをしたときは回収して持ち帰り、
適切な方法により処理すること」と規定して
います。散歩中のふんは必ず持ち帰り、飼い
主の責任で適正に処理してください。
　
簡単にできるふんや尿の処理方法
 ① 犬の散歩のときは、紙(ティッシュペーパー
など)やビニール袋、水を入れたペットボ
トルなどを持っていく。
 ② 犬がふんをしたら、紙で覆い、ビニール袋
に手を入れてふんをつかむ。
 ③ ふんをつかんだビニール袋を反転し、袋を
閉じる。
 ④ 家へ持ち帰る。
 ⑤ 尿をしたら、その場所にペットボトルの水
をかける。

　保健センターでは、マナー啓発の看板を無料
で差し上げています（一人に原則として１枚です）
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会
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に
な
っ
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、
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き
が
い
・
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つ
け
ま
せ
ん
か

　
「
長
年
培
っ
た
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
地
域

に
貢
献
し
た
い
」「
健
康
の
た
め
に
体
を
動
か
し

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
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▼ 

対
象
　
市
内
在
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で
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働
く
意
欲
の
あ

る
60
歳
以
上
の
方

▼ 

入
会
説
明
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毎
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1
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3
木
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
行
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
旭
町
13
―
24
）

そ
の
仕
事
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

お
任
せ
く
だ
さ
い
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、
工
場
の
軽
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、
草
取
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、
草
刈
作
業
、
植
木
の
剪せ
ん
て
い定

、
塗
装
、
簡
単
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大
工
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単
な
農
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、
屋
内
外
の
掃
除
、

家
事
援
助
、
観
光
ガ
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ド
、
空
き
家
管
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見
回

り
業
務)

、
地
域
活
動
な
ど
の
代
理
参
加
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
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☎
５
５
６
―

５
２
２
１
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　11月2日㈪・4日㈬・9日㈪・16日㈪・24日㈫・
　　　　　30日㈪、12月1日㈫・7日㈪・14日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

おはなし会

日　　時 内　　容 対　　象 協力団体

11月18日、12月9日の水曜日
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本やパネルシア
ターなど 2、3歳児と保護者 ※図書館職員が実施

11月28日㈯午前11時
絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おはなしタンバリン
12月5日㈯午後2時 おはなしの会
12月12日㈯午後2時 おはなしポケット

読み語りの会 11月15日㈰午後2時 詩やエッセーなどの
朗読 どなたでも可 おしゃべりインコの会

英語児童書
読み聞かせ会 12月13日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本

の読み聞かせ 英語に興味がある方  ハートイングリッシュ  
 スクール 

定例子ども映画会 11月21日㈯午後2時 【上映作品】　うっかりペネロペ　うたおう、あそぼう編

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿ 

放射線量の測定値

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

　県内の公共図書館では、お互いに連携し資料の相互
利用を行っています。当図書館に資料がない場合は県
内の公共図書館から借り受け、利用することができま
す。ご要望は図書館カウンターで承りますので、気軽
に問い合わせください。

図 書 館 豆 知 識
・きのうの影踏み(辻村深月／著）
・ 「不思議の国のアリス」の家(ヴァネッサ・テイト／著)
・凍り野菜レシピ(是友麻希／著)
・ふまんがあります(ヨシタケシンスケ／作・絵)
・オルゴールのくるくるちゃん(こみねゆら/作)
・火山噴火(高田亮/著)

新 着 図 書

談相種各 （11月15日～12月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制）
市役所 11月24日㈫ ※ 予約はその月の

１日から(土・日
曜日、祝日の場
合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

VIVAぎょうだ 12月10日㈭

行政 市役所 11月16日㈪、12月7日㈪　　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

不動産 市役所 11月18日㈬　　 午前9時～正午 ㈳埼玉県宅地建物取引業協
会北埼支部 ☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 12月9日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 VIVAぎょうだ 12月9日㈬ 午前10時～午後3時 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 12月6日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 11月17日㈫・24日㈫、
12月1日㈫・8日㈫　 午後5時15分～ 7時

　忍城ゆかりの場所に建てられている52基の忍城史跡碑について、
最新の研究成果に基づいて解説したガイドブック（Ａ５版オールカ
ラー、128ページ）を販売しています。
　11月1日㈰～ 7
日㈯は、文化財保護
強調週間です。ぜひ、
このガイドブックを
片手に忍城の史跡に
足を運んでみてくだ
さい。

▶販売価格
　1,000円
▶販売場所　
　・文化財保護課
　・郷土博物館
▶問い合わせ　
　同課文化財保護担
　当☎553―3581

忍城史跡碑ガイドブックを
販売しています

今月の納税
固定資産税・都市計画税  ・・・4期
国民健康保険税 ・・・・・・・5期
介護保険料 ・・・・・・・・・5期
後期高齢者医療保険料 ・・・・5期

納期限　11月30日㈪
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣
な口座振替をご利用ください。

　10月1日から、埼玉県最低賃金が時間額
820円に改定されました。
　この最低賃金は、県内全ての労働者とそ
の使用者に適用されます。なお、業種によっ
ては特定（産業別）最低賃金が適用されます。

▶ 問い合わせ　埼玉労働局賃金室☎048―
600―6205

埼玉県最低賃金が
改定されました

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
10月20日㈫  午前9時　0.06マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時  0.07マイクロシーベルト(晴れ）



2015.11 市報 ぎょうだ 2829

写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館
GYODA CITY PHOTO STUDIO　10月11日、産業文化会館ホールで行田市合併10周年を

記念し、ＮＨＫさいたま放送局との共催でＮＨＫ　Ｅテレ「みい
つけた！ステージでショー」の公開録画が行われました。
　番組でおなじみのコッシー、スイちゃん、サボさん、オフロ
スキーの他、スペシャルゲストのサボダイゴさん、さぼはらさ
ぼえちゃんも登場し、親子一緒に歌やダンスなど、楽しいス
テージで盛り上がりました。なお、この模様はＮＨＫ　Ｅテレ
で11月23日㈪午前9時から放送予定です。

　9月23日、古代蓮会館工作室で「はやぶさ講演会」が行わ
れました。
　この講演会の講師を務めたのは、ＪＡＸＡ（国立研究開発法
人宇宙航空研究開発機構）の職員で、小惑星探査機「はやぶ
さ」のプロジェクトチームの一員として活動に当たった並木
道義さん。並木さんは参加者128人に対して、はやぶさが
絶体絶命のピンチを乗り越え、小惑星イトカワのサンプルを
採取し、帰還するまでのエピソードを分かりやすく紹介しまし
た。また、昨年12月に打ち上げられた「はやぶさ2」の近況な
ども報告。子供たちは宇宙の魅力に触れることができ、「知
らなかった宇宙の世界に興味が湧いた」「はやぶさ2を応援し
たい」と興奮した様子で感想を述べていました。　10月18日、田んぼアートの稲刈り体験が行われま

した。
　田んぼアートで描かれている地球部分を刈り取るイ
ベントに、今年は231人が参加。子供たちは自分で植
えた稲を刈ったり、腕いっぱいに抱えてコンバインに
運んだりしていました。図柄部分が立体的に見えるよ
うになった田んぼアートは、11月14日ごろまで楽し
むことができます。ぜひ、古代蓮会館の展望室からご
覧ください。

　台風18号に伴う大雨により甚大な被害を受けた茨城県常総
市の復興支援を行うため、10月9日に本市の災害ボランティア
登録者などが活動に当たりました。
　この活動に参加したのは、本市の災害ボランティア登録者の
他、市の防災安全課と行田市社会福祉協議会の職員の計22
人。現地では、水に漬かり使えなくなった家財の搬出や汚泥の
除去作業などを行いました。社会福祉協議会の職員は「再び
活気のある街並みに戻るまで、まだまだ時間がかかる印象を受
けました。やすらぎの里では義援金の受け付けを行っているの
で、皆さんからのご支援をお願いしたい」と訴えていました。

応急手当の重要性を改めて確認

ＮＨＫ公開録画で
楽しい時間を満喫

秋の味覚と
ボランティア活動に親しむ

　今年度からスタートした、市内全ての中学2年生を対象にした救
命講習。9月30日には、第１回目となる講習が行われ、埼玉中学校
の生徒44人が参加しました。
　講習では、応急手当の重要性を訴えかけるビデオ「命の記録ＭＯ
ＶＩＥ～ＡＳＵＫＡモデル～」を上映。その後、救急救命士の指導のも
と、心肺蘇生法やＡＥＤの使用方法を学びました。応急手当を実践
することで、知識や技術を身に付けることができた生徒たちは「万
が一のときでも、今回習ったことを役立てたい」と頼もしい表情で今
回の講習を振り返っていました。

田んぼアートが立体的に

常総市での復興支援に参加

仲間からの声援を力に

　10月15日、市立図書館で行田ロータリー文庫の贈呈式
が行われました。
　これまで行田ロータリークラブから寄贈された行田ロータ
リー文庫の数は、4,425冊。今回も児童書120冊が寄附
されました。寄贈を受けた森教育長は「これまで寄贈しても
らった本は、読み聞かせ活動を行っているボランティアや小
さなお子さんを持つ親御さんに広く利用されています。今
回の寄贈を機に、さらに子供たちが読書するきっかけになれ
ばいいなと思います」とコメントしました。

　9月26日、行田市総合福祉会館やすらぎの里で「サツマイモ掘
り・ボランティアカフェ」が開催されました。
　昨年に続き2回目の開催となるこのイベントに、小学生や親子
など25人が参加。子供たちは夢中になって、自分の顔より大き
な芋を掘り出していました。その後は、スイートポテト作りに挑戦
したり市内のボランティア団体と交流したりと、参加者は秋の味
覚を味わいながら、福祉への理解を深めることができたようです。

行田ロータリークラブが
120冊の児童書を寄贈

　10月7日、総合公園自由広場で第61回連合運動会が開
催されました。
　この大会で行われたのは、「100メートル走」や「60メート
ルハードル」など短距離種目をはじめ、「1,000メートル走」
といった長距離種目など7種目。各小学校の代表選手た
ちは、入賞や自己ベスト更新などを目指し、それぞれの競
技に臨みました。仲間や保護者からの大きな声援を受け、
選手たちは思う存分練習の成果を発揮していました。

　9月23日、古代蓮会館工作室で「はやぶさ講演会」が行わ
れました。れました。
　この講演会の講師を務めたのは、ＪＡＸＡ（国立研究開発法　この講演会の講師を務めたのは、ＪＡＸＡ（国立研究開発法
人宇宙航空研究開発機構）の職員で、小惑星探査機「はやぶ
さ」のプロジェクトチームの一員として活動に当たった並木さ」のプロジェクトチームの一員として活動に当たった並木
道義さん。並木さんは参加者128人に対して、はやぶさが道義さん。並木さんは参加者128人に対して、はやぶさが
絶体絶命のピンチを乗り越え、小惑星イトカワのサンプルを
採取し、帰還するまでのエピソードを分かりやすく紹介しまし
た。また、昨年12月に打ち上げられた「はやぶさ2」の近況なた。また、昨年12月に打ち上げられた「はやぶさ2」の近況な

たい」と興奮した様子で感想を述べていました。たい」と興奮した様子で感想を述べていました。

宇宙の魅力に触れて
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広　場

　
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
現
在
、
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
あ

る
新
国
立
競
技
場
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
建
設
に
先
立
ち
、
旧
国
立
競
技
場
南

工
区
の
解
体
を
担
当
し
た
の
が
関
東
建
設
興

業
株
式
会
社
で
す
。

　
昭
和
36
年
に
創
業
し
た
同
社
は
、
発
電
所

や
工
場
、
高
層
ビ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
建
築

物
の
解
体
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
解
体
工
事

の
良
し
悪
し
は
、
い
か
に
近
隣
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
騒
音
や
粉
じ
ん
を
抑
え
、
安

全
に
で
き
る
か
で
判
断
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
の
技
術
も
開
発
し
て
き
た
ん
で
す
よ
」
と

代
表
取
締
役
社
長
の
須
永
力
冶
さ
ん
は
語
り

ま
す
。
中
で
も
代
表
的
な
の
が
大
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
取
り
壊
す
た
め
に
開
発
さ
れ
た

「
セ
リ
矢
式
油
圧
大
割
破
砕
リ
キ
ヤ
」（
以
下

「
リ
キ
ヤ
」）。
コ
ア
ー
マ
ン
と
い
う
機
械
で

対
象
物
に
筒
状
の
穴
を
開
け
た
後
、
リ
キ
ヤ

を
差
し
込
ん
で
、
開
く
こ
と
で
ヒ
ビ
を
入
れ

割
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
を
行
う
こ
と

で
、
効
率
的
か
つ
静
か
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

粉
砕
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
他
に

も
ご
つ
い
鉄
骨
を
切
断
す
る「
Ｘ
カ
ッ
タ
ー
」

な
ど
の
機
械
を
開
発
し
、
こ
れ
ら
の
技
術
を

業
界
全
体
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
特
許
を
取

ら
ず
に
機
械
メ
ー
カ
ー
へ
提
供
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
で
は
9
割
以
上
の
業
者

が
使
う
ま
で
に
。「
新
し
い
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
作
業
に
よ
り
、
安
全
作
業
が
可
能
に
な
り

ま
す
」
と
須
永
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
国
立
競

技
場
の
解
体
で
も
、
通
常
の
倍
以
上
あ
る
太

い
柱
や
梁
の
取
り
壊
し
作
業
に
Ｘ
カ
ッ
タ
ー

が
活
躍
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
社
で
は
現
場
を
支
え
る
人
材
の

育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社
員
だ
け
で
な
く
、
現
場
に
関
わ
る
全
て
の

業
者
を
招
い
て
勉
強
会
を
開
催
。
安
全
対
策

や
技
術
指
導
、
力
学
な
ど
の
知
識
を
深
め
る

こ
と
で
、
経
験
だ
け
に
頼
ら
な
い
技
術
力
・

計
算
力
を
備
え
た
解
体
業
界
に
お
け
る
「
プ

ロ
中
の
プ
ロ
」
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
同
社
は
技
術
、
人
材
の
両
面

か
ら
高
い
品
質
の
解
体
を
追
求
し
て
き
ま
し

た
。
須
永
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
「
今

後
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
高
層
建
築
の
解

体
に
向
け
て
、
機
械
の
組
み
合
わ
せ
方
な
ど

効
果
的
な
工
法
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
」
と

語
り
、
表
情
を
引
き
締
め
ま
す
。
国
立
競
技

場
と
い
う
大
き
な
仕
事
を
や
り
遂
げ
、
こ
れ

か
ら
も
解
体
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
し

て
活
躍
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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朝
日
新
聞
社
が
主
催
し
た
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
祭
典

「
第
3
回
全
日
本
小
中
学
校
ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
」。
9

月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
会
に
、
市
内
の
中
学

生
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
Ｌ
・

Ａ
・
Ｖ
」
が
出
場
し
、
全
国
の
舞
台
で
躍
動
し
ま
し

た
。
今
月
は
、
こ
の
チ
ー
ム
を
全
国
大
会
に
導
い
た
国

島
和
恵
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
高
校
時
代
に
ダ
ン
ス
を
始
め
ま
し
た
が
、
運
動
が

苦
手
で
全
く
踊
る
こ
と
が
で
き
ず
、
す
ぐ
に
諦
め
ま
し

た
」
と
苦
笑
す
る
国
島
さ
ん
。
短
大
生
の
と
き
は
趣
味

と
し
て
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
仲
間
と
人
前
で
披

露
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
指
導
者
に
な
る
と
は

夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
転
機
が
訪
れ

た
の
は
、
23
歳
の
と
き
で
し
た
。
働
い
て
い
た
銀
行
を

退
職
し
、
単
身
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
。
滞
在
中
に
現
地

の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
り
、
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
抱
い
て
い
た

ダ
ン
ス
の
価
値
観
が
１
８
０
度
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　
帰
国
後
、
数
々
の
シ
ョ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
た

国
島
さ
ん
は
、
ダ
ン
ス
で
生
計
を
立
て
て
い
く
こ
と
を

決
意
し
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
不
登
校
児
か
ら
も
ら
っ

た
一
通
の
手
紙
で
し
た
。「
私
の
踊
り
を
見
て
勇
気
を
も

ら
い
、頑
張
っ
て
学
校
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
う
と
い
っ

た
内
容
で
し
た
。
ダ
ン
ス
を
仕
事
に
し
て
、
人
に
必
要

と
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
」
と

語
り
ま
す
。
そ
し
て
、
24
歳
の
と
き
に
指
導
者
に
。
現

在
は
、
市
内
外
の
5
つ
の
会
場
で
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
教
え
子

に
対
し
て
熱
の
入
っ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
指
導
し
た
「
Ｌ
・
Ａ
・
Ｖ
」
は
、
学
校
も
学
年

も
ダ
ン
ス
歴
も
異
な
る
子
供
た
ち
11
人
が
「
全
国
大
会

で
金
賞
を
獲
り
た
い
」
と
い
う
思
い
で
結
成
し
た
チ
ー

ム
。
国
島
さ
ん
は
そ
の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
、
１
カ

月
も
な
い
映
像
審
査
ま
で
の
時
間
を
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
独
創
的
な
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
8

月
の
東
日
本
大
会
を
突
破
し
全
国
大
会
に
出
場
し
た
子

供
た
ち
は
、
代
々
木
第
二
体
育
館
の
舞
台
で
自
分
た
ち

の
作
品
「w

orth it all

〜
11
人
の
絆
〜
」
を
全
力
で

踊
り
切
り
ま
し
た
。
結
果
は
銀
賞
で
し
た
が
、「
子
供

た
ち
が
家
族
に
感
謝
し
、
仲
間
の
大
切
さ
に
気
付
い
て

成
長
す
る
姿
を
見
て
、
指
導
し
て
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
」
と
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
指
導
者
に
な
っ
て
10
年
が
た
っ
た
今
、
国
島
さ
ん
は

子
供
た
ち
に
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
て
い
ま
す
。「
こ
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、

多
く
の
教
え
子
た
ち
に
達
成
感
を
持
た
せ
た
い
」。
熱

い
気
持
ち
を
胸
に
秘
め
、
今
日
も
子
供
た
ち
に
ダ
ン
ス

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役社長　須永 力冶
【事業内容】 建造物、各種構造物、
橋梁、港湾施設解体工事請負
【住所】 樋上272

関東建設興業株式会社
高い技術力で国立競技場を解体

めましてはじ ○ 11月2日㈪～30日㈪に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、12月2日㈬午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

長
谷
部 

怜れ

な南 

ち
ゃ
ん （
富
士
見
町
）

平
成
26
年
11
月
10
日
生
ま
れ

父
・
良
平
さ
ん　
母
・
麻
実
さ
ん

「
楽
し
く
元
気
に

 

毎
日
過
ご
そ
ー
ね
♡
」

鈴
木 

椛こ

こ

な
々
菜 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
26
年
11
月
13
日
生
ま
れ

父
・
基
史
さ
ん　
母
・
未
央
さ
ん

金
井
　
柊し
ゅ
う
へ
い平 ち

ゃ
ん （
深
水
町
）

平
成
26
年
11
月
17
日
生
ま
れ

父
・
耕
造
さ
ん　
母
・
明
香
さ
ん

「
こ
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
す
♡
」

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い

 

元
気
に
大
き
く
な
ー
れ
♡
」

栗
田
　
心も
と
き輝 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
26
年
11
月
25
日
生
ま
れ

父
・
将
憲
さ
ん　
母
・
美
香
さ
ん

「
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
！

 

三
男
坊
！
」

富
田
　
瞬し
ゅ
ん ち

ゃ
ん （
向
町
）

平
成
26
年
11
月
6
日
生
ま
れ

父
・
剛
さ
ん　
母
・
香
奈
さ
ん

「
笑
顔
あ
り
が
と
う
。

 

兄
弟
仲
良
し
！
」

二
本
柳 

彩さ

ら愛 

ち
ゃ
ん （
富
士
見
町
）

平
成
26
年
11
月
27
日
生
ま
れ

父
・
大
城
さ
ん　
母
・
遥
さ
ん

「
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
」

 

荒
木 

手
島　
一
海

出
格
子
の
古
き
茶
屋
街
秋
の
加
賀

 

持
田 

丸
山　
麟
一

ち
ち
ろ
鳴
く
心
の
奥
に
あ
る
孤
愁

 

荒
木 

藤
田　
明
枝

天
空
の
深
さ
映
し
て
利
根
の
秋

 

持
田 

斉
藤　
協
二

台
風
の
去
り
て
ひ
と
も
と
破
れ
芭
蕉

 

桜
町 

𠮷
岡　
守
子

子
は
太
鼓
母
は
笛
吹
く
秋
ま
つ
り

 

忍 

丸
山　
連
子

今
の
世
に
に
ら
み
の
き
か
ぬ
案
山
子
か
な

 

長
野 

内
山　
計
江

絣
着
て
案
山
子
も
村
の
働
き
手

 

荒
木 

藤
田　
栄
之

寺
町
の
白
壁
つ
づ
く
柿
の
秋

 

門
井
町 

茂
田　
鳥
山

沈
黙
の
羅
漢
を
蔽
ふ
落
葉
か
な

 

須
加 

須
加
か
づ
江

倒
れ
て
も
な
ほ
空
を
向
く
秋
ざ
く
ら

 

須
加 

天
沼　
広
吉

秋
寂
し
村
社
の
陰
に
忠
魂
碑

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

茂
林
寺
の
陶
狸
酔
ふ
良
夜
か
な

 

棚
田
町 

財
津
ミ
チ
ヱ

芒
波
友
の
声
す
る
七
瀬
川

 

谷
郷 

馬
場　
　
勇

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
消
さ
れ
し
蝉
の
声

 

富
士
見
町 

森　
　
節
子

や
ぶ
さ
め
の
的
の
近
く
に
赤
と
ん
ぼ

 

棚
田
町 

春
田　
枕
流

渡
船
呼
ぶ
旗
に
戯
る
赤
と
ん
ぼ

 

利
田 

秋
山　
　
節

金
箔
の
稲
田
に
老
い
の
影
長
し

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

ひ
と
り
居
の
夜
を
い
や
せ
り
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

 

長
野 

野
中
せ
き
子

子
の
演
技
身
守
る
肩
に
赤
と
ん
ぼ

 

天
満 

青
柳　
欣
吾

秋
刀
魚
焼
く
匂
い
か
す
か
に
二
階
ま
で

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

★★★ 平成26年 11月生まれ のおともだち ★★★

平成27年1月生まれのお子さんを募集します

熱
心
な
指
導
で
教
え
子
を

全
日
本
小
中
学
校
ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
の
舞
台
へ

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

国
島 

和
恵 

さ
ん
（
34
歳
・
荒
木
）
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▼
日
時
　
11
月
27
日
㈮
〜
12
月
3
日

㈭
の
各
店
舗
の
営
業
時
間　
▼
場
所
　

埼
玉
り
そ
な
銀
行
か
ら
半
径
５
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
エ
リ
ア
に
あ
る
店

舗
な
ど　
▼
内
容
　【
11
月
27
日
〜

12
月
3
日
】
地
元
ゆ
か
り
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作
品
展
示
【
11
月

27
日
】
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

【
11
月
28
日
】
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

【
11
月
29
日
】
木
工
お
魚
を
作
ろ
う　

▼
入
場
料
　
無
料
（
28
日
・
29
日
の

忍
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
材
料
費
が
か
か

り
ま
す
）　
▼
問
　
忍
町
ア
ー
ト
化

作
戦
実
行
委
員
会
野
本
☎
０
９
０
―

７
８
１
４
―
９
６
１
５

▼
日
時
　
10
月
25
日
、
11
月
22
日
、

12
月
27
日
の
日
曜
日
午
前
11
時
〜
午

後
3
時
30
分
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　

忍
城
址　
▼
出
演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
、

地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン　
▼
観
覧
無
料
　

▼
主
催
　
㈲
ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問
　

同
企
画
☎
５
５
４
―
０
７
８
９

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
＃
53
、
54
、
55

つ
い
て
考
え
る　
▼
参
加
無
料
　
▼

主
催
　
行
田
市
障
が
い
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
▼
申
・
問
　
11
月
18
日
㈬

ま
で
に
電
話
で
社
会
福
祉
法
人
健
翔

会
大
地
☎
５
５
５
―
６
１
６
６

▼
日
時
　
12
月
20
日
㈰
午
後
1
時
〜

3
時　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
み
ず
し
ろ
2
階
大
広
間　
▼
対

象
　【
大
人
え
ん
む
す
び
】
59
歳
以

下
【
熟
年
え
ん
む
す
び
】
60
歳
以
上

の
独
身
男
女　
▼
定
員
　【
大
人
・

熟
年
と
も
に
】
男
女
各
10
人　
▼
参

加
費
　
2
千
円　
▼
申
・
問
　
12
月

13
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
０

―
２
４
１
６
―
９
６
９
２

▼
日
時
　
11
月
29
日
㈰
午
前
9
時　

▼
集
合
場
所
　
馬
見
塚
第
二
集
会
所

（
西
善
院
）　
▼
持
ち
物
　
汚
れ
て

も
よ
い
服
装
、
長
靴　
▼
主
催
　
星

川
の
自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る

会
、
行
田
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ふ
る
さ
と
創
生
ク
ラ

ブ　
▼
問
　
同
会
栗
原
☎
５
５
７
―

０
０
９
１

大
人
・
熟
年
え
ん
む
す
び

in
み
ず
し
ろ

星
川
の
自
然
と

キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会

冬
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

画
「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
」
を
み

る
会　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市

教
育
委
員
会　
▼
問
　
北
埼
教
育
会

館
☎
５
５
３
―
０
７
４
４
（
火
・
木

曜
日
の
昼
の
み
）

▼
日
時
　
12
月
12
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分　
▼
集
合
場
所
　

牧
禎
舎
（
忍
1
―
4
―
11
）　
▼
内

容
　
藍
染
作
家
鈴
木
道
夫
さ
ん
の
工

房
（
羽
生
市
）
で
レ
ー
ヨ
ン
フ
ェ
ル

ト
の
マ
フ
ラ
ー
を
し
ま
柄
に
藍
染
め

す
る　
▼
定
員
　
3
人　
▼
参
加
費
　

7
千
円　
▼
主
催
　
ぎ
ょ
う
だ
足
袋

蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
申
・
問
　
電

話
で
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
５
５
２
―

１
０
１
０
（
午
前
10
時
〜
午
後
4

時
）

▼
日
時
　
11
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
30
分
（
午
前
9
時
30
分
か

ら
受
け
付
け
）　
▼
集
合
場
所
　
商

工
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー　
▼
内
容
　
市

内
の
観
光
名
所
（
忍
城
址
、
さ
き
た

ま
古
墳
公
園
、
古
代
蓮
、
忍
町
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
を
障
害
の
あ
る

方
と
一
緒
に
巡
り
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
目
線
で
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

染
色
家
に
学
ん
で
作
る

藍
染
フ
ェ
ル
ト
マ
フ
ラ
ー

や
さ
し
い
言
葉
で
わ
け
な
い
で
！

第
1
弾
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈯
午
後
1
時

15
分
〜
4
時
15
分 

▼
場
所
　「
み
ら

い
」
文
化
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
市
内

の
小
・
中
学
生
が
、
将
来
の
夢
や
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
社
会
に
対

し
て
訴
え
た
い
こ
と
な
ど
を
発
表
す

る　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　
手

話
通
訳
あ
り　
▼
問
　
ひ
と
つ
く
り

支
援
課
☎
５
５
６
―
８
３
１
９

▼
日
時
　
11
月
29
日
㈰
【
1
回
目
】

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

【
2
回
目
】
午
後
2
時
〜
4
時　
▼

場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
広
島
平
和
記
念
公
園
に
あ

る
被
爆
ア
オ
ギ
リ
の
木
の
下
で
、
被

爆
体
験
を
語
り
継
い
で
き
た
沼
田
鈴

子
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
た
映
画　
▼

入
場
料
　【
前
売
鑑
賞
券
】（
一
般
）

1
千
円
（
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

障
害
者
）
８
０
０
円
※
当
日
券
も
同

額
【
当
日
券
】（
一
般
）
1
千
２
０
０

円
（
60
歳
以
上
、
学
生
）
1
千
円　

▼
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
川
島
書
店
、
忍

書
房
、
宮
脇
書
店
他　
▼
主
催
　
映

イ
ベ
ン
ト

第
30
回
浮
き
城
の
ま
ち

行
田
少
年
の
主
張
大
会

映
画「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
」

上
映
会

▼
日
時
　
11
月
10
日
㈫
〜
12
月
30
日

㈬
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
場

所
　
熊
谷
商
工
信
用
組
合
行
田
支
店

ロ
ビ
ー
（
天
満
3
―
16
）　
▼
内
容
　

「
夢
の
あ
と
、
宝
く
じ
は
ア
ー
ト

に
な
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
懐
か
し
の

宝
く
じ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
展
示
す

る　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
栗
原
☎

０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ア
ー
ト
に
な
っ
た
宝
く
じ
展

▼
日
時
　
12
月
5
日
㈯
〜
7
日
㈪
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
7
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　

▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内
容
　

絵
手
紙
マ
ラ
ソ
ン
展
（
1
千
点
）、
折

り
紙
の
詩
、
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
展　
▼

協
賛
　
行
田
絵
手
紙
あ
お
い
会　
▼

問
　
澤
田
石
☎
５
５
３
―
３
７
０
４

▼
日
時
　
11
月
27
日
㈮
〜
29
日
㈰
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時
（
29
日
は

午
後
5
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内

容
　
会
員
34
人
が
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
ん
で
き
た
68
作
品
を
展
示
す
る　

▼
問
　
小
山
☎
５
５
９
―
４
９
１
６

▼
日
時
　
11
月
21
日
㈯
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
2
時
15
分　
▼
場
所
　
熊

谷
特
別
支
援
学
校（
熊
谷
市
川
原
明

戸
６
０
５
）　
▼
内
容
　
作
品
展
示
、ス

テ
ー
ジ
発
表
、
学
年
・
グ
ル
ー
プ
で
の

催
し
物
、中
学
部
・
高
等
部
作
業
学
習

の
製
品
販
売
な
ど　
▼
問
　
熊
谷
特

別
支
援
学
校
☎
５
３
２
―
３
６
８
９

介
護
絵
手
紙
展

第
6
回　
写
壇　
虹　

写
真
展

第
48
回

夢
祭
（
ド
リ
ー
ム
さ
い
）

▼
日
時
　
12
月
7
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

①
子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う

（
託
児
付
き
）　
②
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

体
操
を
紹
介
す
る　
▼
対
象
　
市
内

在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　
▼

定
員
　
30
人　
▼
参
加
費
　
１
０
０

円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　
同

協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
11
月
18
日
㈬
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時　
▼
場
所
　
商
工
セ

ン
タ
ー
４
０
３
研
修
室　

▼
内
容
　

創
業
や
資
金
繰
り
な
ど
経
営
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
専
門
家
が
ア

ド
バ
イ
ス
す
る　
▼
相
談
無
料
　
▼

申
・
問
　
11
月
11
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
行
田
商
工
会
議
所
☎
５
５
６
―

４
１
１
１

相　
　
談

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
個
別
経
営
相
談
会

〜
事
業
主
、
創
業
予
定
の
方
、

 

こ
の
機
会
に
悩
み
を
解
消
〜

▶日 時　 平成28年2月11日㈭～ 14日㈰午前9時30分～
午後4時30分（14日は午後4時まで）

▶場 所　「グリーンアリーナ」サブアリーナ
▶応募資格　 市内および近隣市町に在住、在勤、在学の方（学

生は15～ 18歳の高等学校もしくは高等専門学校
に在籍する者とし、19歳以上の学生は一般扱い）

▶種目・作品規格　
① 【絵画】日本画、洋画（油彩・水彩）、版画※8号以上60号
以内、額装（ガラス不可）　
② 【彫刻】体積100cm×100cm×200cm以内、重量100kg
以内、ケースは使用しない　
③ 【工芸】壁面作品は横幅200cm以内（壁面作品・帯・着物な
どは付属品も持参）
④ 【書】170cm×60cm以内（縦横自由）または91cm×
91cm以内、額装または枠張もしくは軸装（ガラス不可）　
⑤ 【写真】〔一般〕〈単写真〉Ａ3ノビ以上全紙以内〈組写真〉
65cm×95cm以内（デジタルアート可、ガラス不可）
　 〔学生〕〈単写真〉Ａ4以上Ａ3ノビまで〈組写真〉65cm×
95cm以内（デジタルアート可、ガラス不可）

▶出 品 料　 1点につき【一般】2,000円【学生】1,000円（同種目
の2点目からは半額）

▶搬 入　平成28年2月7日㈰午前10時～午後2時
▶搬 出　平成28年2月14日㈰午後4時～ 5時
▶主 催　 行田市美術家協会、行田市教育委員会、（公財）行

田市産業・文化・スポーツいきいき財団
▶後 援　行田市、行田市文化団体連合会
▶注 意　作品は未発表の創作作品に限ります。
▶問い合わせ　 行田市美術展実行委員会事務局（産業文化会館内）

☎556―6371

第18回公募行田市美術展 作品募集
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催し・募集

▼
日
時
　
11
月
24
日
㈫
午
後
2
時
〜

3
時
30
分
（
午
後
1
時
40
分
か
ら
受

け
付
け
）　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
フ
ァ
イ
ザ
ー

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
担
当
者

（
薬
剤
師
）
が
加
齢
に
伴
う
腰
痛
や

膝
痛
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
痛
み
」
と

の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
説
明
す
る　

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
協

賛
　
フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会
社　
▼
そ

の
他
　
市
民
け
ん
こ
う
大
学
、
大
学

院
受
講
生
は
申
し
込
み
不
要　
▼
申

・
問
　
11
月
19
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
支
援

担
当
（
市
役
所
内
・
内
線
３
７
８
）

▼
日
時
　
11
月
15
日
㈰
午
後
1
時
〜

4
時
※
装
具
の
展
示
は
午
前
11
時
か

ら　
▼
場
所
　
熊
谷
市
立
商
工
会
館

（
熊
谷
市
宮
町
2
―
39
）　
▼
内
容
　

【
第
1
部
】
山
崎
哲
史
さ
ん
（
熊
谷

外
科
病
院
院
長
）
に
よ
る
講
演
「
ス

ト
ー
マ
造
設
手
術
後
の
合
併
症
に
つ

い
て
」【
第
2
部
】
本
田
頼
子
さ
ん

講
　
　
座

健
康
講
座「
痛
み
の
講
座
」

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

医
療
講
習
会

▼
日
時
　
11
月
12
日
㈭
午
後
2
時
〜

4
時
30
分
（
午
後
0
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
）　
▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
①
表
彰
式　

②
眞
木
吉
信
さ
ん
（
東
京
歯
科
大
学

社
会
歯
科
学
講
座
教
授
）
に
よ
る
講

演
「
フ
ッ
素
で
始
め
る
む
し
歯
予

防
」　

▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
北

埼
玉
歯
科
医
師
会　
▼
問
　
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
５
５
３
―
０
０
５
３

▼
日
時
　
12
月
13
日
㈰
午
後
2
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
熊
谷
文
化
創
造
館

さ
く
ら
め
い
と
太
陽
の
ホ
ー
ル
（
熊

谷
市
拾
六
間
１
１
１
―
1
）　
▼
内

容
　
斎
藤
正
彦
さ
ん
（
都
立
松
沢
病

院
院
長
）
に
よ
る
講
演
「
認
知
症
の

理
解
と
ケ
ア
〜
患
者
さ
ん
は
認
知
症

を
ど
う
体
験
す
る
か
〜
」　

▼
対

象
　
認
知
症
に
感
心
の
あ
る
方　
▼

定
員
　
８
０
０
人　
▼
後
援
　
行
田

市　
▼
問
　
埼
玉
県
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
西
熊
谷
病
院
☎
５
９
９

―
０
９
３
０

８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
お
よ
び
口
腔
衛
生
指
導

講
習
会

市
民
公
開
講
座

「 

認
知
症
の
人
と
介
護
し
て
い
る
人
を

理
解
し
共
に
暮
ら
す
に
は
」

▼
日
時
　
12
月
4
日
㈮
午
後
2
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
三
遊
亭
白
鳥
さ

ん
に
よ
る
講
演
「
笑
い
の
中
に
健
康

あ
り
笑
顔
の
中
に
人
生
あ
り
」　
▼

入
場
無
料
　
▼
申
　
公
益
社
団
法
人

行
田
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
４
―

６
９
６
９　
▼
問
　
同
会
（
商
工
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
５
５
４
―
４
５
３
５

▼
日
時
　
11
月
27
日
㈮
午
後
1
時

30
分
〜
4
時　
▼
場
所
　「
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
研
修
室　
▼
内

容
　
行
田
市
文
化
財
保
護
課
長
に
よ

る
講
演
「
行
田
の
か
く
れ
た
宝
足
袋

蔵
」　
▼
対
象
　
一
般
の
方　
▼
定
員
　

１
５
０
人
（
先
着
順
）　
▼
入
場
無

料
　
▼
そ
の
他
　
講
演
終
了
後
、
自

由
参
加
の
意
見
交
換
会
を
実
施
。
ま

た
、
研
修
室
で
行
田
市
民
大
学
同
窓

会
や
ク
ラ
ブ
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
を

行
う　
▼
問
　
同
大
学
同
窓
会
研
修

会
担
当
関
川
☎
５
５
５
―
０
４
５
３

健
康
講
座

行
田
市
民
大
学
同
窓
会

定
期
講
演
会

（
西
埼
玉
中
央
病
院
副
看
護
師
長
）

に
よ
る
講
演
「
ス
ト
ー
マ
外
来
の
現

場
か
ら
」
な
ど　
▼
対
象
　
オ
ス
ト

メ
イ
ト
の
方
お
よ
び
そ
の
家
族
、
医

療
・
介
護
関
係
者　

▼
参
加
無
料
　

▼
問
　
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
埼
玉
県
支
部
☎
０
４
８
―

８
３
５
―
５
２
２
６
（
火
・
木
曜
日

の
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
、
土
曜
日

の
午
前
10
時
〜
正
午
）

▼
日
時
　
12
月
13
日
㈰
【
講
演
会
】

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分
【
相

談
会
】
午
後
2
時
40
分
〜
4
時
30

分
（
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
）　

▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習

室　
▼
講
師
お
よ
び
相
談
員
　
社
会

保
険
労
務
士
（
年
金
サ
ポ
ー
ト
会
会

員
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
社

会
保
険
労
務
士
年
金
サ
ポ
ー
ト
会　

▼
そ
の
他
　
①
【
講
演
会
】
身
体
障

害
や
精
神
障
害
を
お
持
ち
の
方
以
外

に
そ
の
家
族
、
障
害
に
関
心
の
あ
る

方
も
対
象
。
な
お
、
事
前
予
約
は

不
要　

②
【
相
談
会
】
当
日
参
加

可
※
事
前
に
予
約
し
た
方
を
優
先
し

ま
す
。　
▼
申
・
問
　
同
会
松
本
☎

０
９
０
―
８
１
１
９
―
７
８
８
５

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
０
７
―
８
５
２
０

障
害
を
お
持
ち
の
方
対
象
の

障
害
年
金
講
演
会
・
相
談
会

342015.11 市報 ぎょうだ35
【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口83,752 人　男41,674人　女42,078人　世帯数34,021世帯

（平成27年10月1日現在） 9月中の異動　出生49人　転入等194人　死亡84人　転出等243人

古
代
蓮
会
館

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
、

12
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
午
後
6
時

30
分
開
演
（
約
1
時
間
）　
▼
場
所
　

古
代
蓮
会
館
休
憩
所　
▼
内
容
　
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

コ
ン
サ
ー
ト　
▼
出
演
　【
11
月
28

日
】
行
田
音
楽
家
協
会
【
11
月
29

日
、
12
月
6
日
】
潮
崎
ひ
ろ
の
（
行

田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使
）【
12
月

5
日
】
Ｎ
ｏ
ｅ
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
）　
▼
入
館
料
　【
大
人
】

４
０
０
円
【
小
・
中
学
生
】
２
０
０

円
※
未
就
学
児
無
料　

▼
そ
の
他
　

11
月
28
日
・
29
日
、
12
月
5
日
・
6

日
は
、
同
館
の
開
館
を
午
後
9
時
ま

で
延
長
し
ま
す
（
受
け
付
け
は
午
後

8
時
30
分
ま
で
）。

行
田
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
（
親
善
大
会
）

▼
日
時
　
12
月
5
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
0
時
30
分
（
午
前
8
時
20
分
か

ら
開
場
）　
▼
場
所
　「
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
ブ
ロ
ッ
ク
別

（
3
〜
4
チ
ー
ム
）
の
リ
ー
グ
戦
と

し
、
各
チ
ー
ム
2
試
合
の
親
善
試
合

を
行
う　
▼
対
象
　
市
内
の
小
学
3

年
生
〜
6
年
生　

▼
参
加
費
　
1

人
に
つ
き
２
０
０
円
（
監
督
者
も

含
む
）
▼
申
　
各
小
学
校
お
よ
び
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
配
布
す
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
11
月

25
日
㈬
午
前
8
時
30
分
〜
29
日
㈰
午

後
8
時
に
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口

で
受
け
付
け正

月
風
縁
起
鉢

▼
日
時
　
12
月
19
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容
　
新
年
を
彩
る
お

正
月
に
ま
つ
わ
る
和
風
の
寄
せ
植
え

を
作
る　
▼
講
師
　
萩
原
文
雄
さ
ん

（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学

校
）　

▼
対
象
　
小
学
生
以
上　

▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費
　
4
千
３
０
０
円
（
材
料
代
・
保

険
料
）　

▼
申
　
11
月
13
日
㈮
午
前

10
時
か
ら
同
館
窓
口
で
受
け
付
け

県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

古
代
蓮
会
館
無
料
開
放

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後

4
時
ま
で
） 

▼
内
容
　
①
古
代
蓮
会

館
で
子
ど
も
向
け
の
く
じ
引
き
を
開

催
（
2
回
に
つ
き
１
０
０
円
）　
②

古
代
蓮
会
館
研
修
工
作
室
で
、「
グ

リ
ム
名
作
6
人
の
ご
う
け
つ
」
を
上

映
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
3
時

30
分
ま
で
の
毎
時
30
分
か
ら
約
20

分
）　
③
古
代
蓮
の
里
売
店
内
外
で

ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル
（
１
０
０
円
）

を
開
催　
▼
そ
の
他
　
売
店
・
う
ど

ん
店
の
営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り

古
代
蓮
会
館

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

〝
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
〞

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈯
午
後
1
時
〜

3
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　
▼
協
力
　
佐
藤
孝
子
さ
ん
（
全

国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」）　
▼
参
加
費
　

２
５
０
円
（
材
料
費
1
体
分
）　
▼

そ
の
他
　
県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

に
つ
き
、
同
館
の
入
館
料
は
無
料　

▼
申
　
開
催
時
間
中
随
時
受
け
付
け

（公財）行田市
　産業・文化・
　 スポーツ
　　いきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784
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時
代
が
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
へ
と
変
わ
っ
て

も
、
し
ば
ら
く
の
間
は
市
域
の
社
会
構
造
や
人
々
の

生
活
に
大
き
な
変
化
は
訪
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

奈
良
時
代
か
ら
営
ま
れ
て
い
る
小
針
遺
跡
（
小
針
）、

築
道
下
遺
跡
（
野
）、
北
大
竹
遺
跡
（
藤
原
町
）、
馬

場
裏
遺
跡
（
桜
町
）、
小
敷
田
遺
跡
（
小
敷
田
）
な

ど
の
拠
点
的
な
集
落
は
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
も
そ

の
規
模
を
維
持
・
拡
大
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
ま
す
。

原
遺
跡
（
渡
柳
）
な
ど
比
較
的
規
模
の
大
き
な
集
落

が
新
た
に
平
安
時
代
初
期
か
ら
営
ま
れ
始
め
た
り
も

し
ま
す
が
、
そ
れ
に
関
連
す
る
よ
う
な
集
落
の
再
編

成
や
大
規
模
な
移
動
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
集
落
を
構
成
す
る
建
物
も
、
伝
統
的
な
竪
穴
住
居

と
、
古
墳
時
代
末
ご
ろ
以
降

に
集
落
に
普
及
し
た
堀
立
穴

建
物
が
、
相
変
わ
ら
ず
併
存

し
て
い
ま
す
。
使
わ
れ
て
い

る
土
器
も
、
伝
統
的
な
在
地

生
産
の
素
焼
き
の
赤
橙
色
で

軟
質
な
土
師
器
と
、
ロ
ク
ロ

成
型
さ
れ
窯
で
高
温
で
焼
か

れ
た
灰
色
で
硬
質
の
須
恵
器

が
、
後
者
の
比
率
が
高
く
な

る
も
の
の
奈
良
時
代
と
同
様

に
併
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

域
で
は
、
主
に
南
比
企
窯
跡

群
（
鳩
山
町
）
と
末
野
窯
跡
群
（
寄
居
町
）
で
製
造

さ
れ
た
須
恵
器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
奈

良
時
代
と
同
様
で
土
器
流
通
に
も
急
激
な
変
化
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
初
期
の
市
域
は
、
奈
良
時

代
の
律
令
体
制
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
な
く
継
続

し
、
そ
の
中
で
ゆ
る
や
か
に
発
展
し
て
い
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
局
地
的
に
は
新
し
い
動
き
も
見
ら
れ

ま
す
。
先
に
触
れ
た
小
針
遺
跡
は
、
平
安
時
代
に
入

る
と
、
そ
れ
ま
で
小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
に

展
開
し
て
い
た
集
落
が
、
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
か
ら
盛

徳
寺
北
側
へ
と
そ
の
範
囲
を
大
き
く
拡
大
し
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」

８
月
号
で
記
し
た
よ
う
に
、
盛
徳

寺
は
平
安
時
代
初
期
ご
ろ
に
創
建

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
同
寺
の
創
建
後
間
も
な
く
、

そ
の
周
辺
に
小
針
遺
跡
の
集
落
が

拡
大
す
る
形
で
町
並
み
が
形
成
さ

れ
、
門
前
町
が
成
立
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
寺
院
を
核
と
す

る
門
前
町
の
形
成
は
、
そ
れ
ま
で

の
市
域
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新

し
い
動
き
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

 

（
文
化
財
保
護
課　
中
島
洋
一
）
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／
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平
成
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1
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発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
32

行
田 

歴
史
系
譜
260

平
安
時
代
初
期
の
行
田

　10月13日、文化庁が主催する文化芸術による子供の育
成事業として、北河原小学校の児童が能楽を体験しました。

　この日は、10月22日に行われる公演に先駆けて、皐風会の小島英明さ
んが能楽の成り立ちや能面や楽器について説明しました。児童らは、実際
に能面を付けたり太鼓をたたいたりすることで、能楽の世界を少し理解す
ることができたようです。

このコーナーで紹介する施設を募集していますので、希望
される場合は広報広聴課までご連絡ください。

　今
こん

月
げつ

紹
しょう

介
かい

する福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

は夢
む

知
ち

無
む

恥
ち

だよ。ユニークな施
し

設
せつ

の名
な

前
まえ

には、「障
しょう

がいがあっても誇
ほこ

りや夢
ゆめ

を持
も

って生
い

きてほしい」とい
う願

ねが

いが込
こ

められているんだ。
　この施

し

設
せつ

は、平
へい

成
せい

18年
ねん

6月
がつ

に開
かい

設
せつ

されました。特
とく

徴
ちょう

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の
年
ねん

齢
れい

層
そう

が幅
はば

広
ひろ

いところ。10代
だい

から60代
だい

の方
かた

が交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めながら、
衣
い

料
りょう

品
ひん

や手
しゅ

芸
げい

用
よう

布
ぬの

の値
ね

札
ふだ

付
つ

けなどの仕
し

事
ごと

をしているよ。和
わ

気
き

あ
いあいとした雰

ふん

囲
い

気
き

で、利
り

用
よう

者
しゃ

の皆
みな

さんの笑
え

顔
がお

が印
いん

象
しょう

的
てき

でした。
　また、皆

みな

さんが楽
たの

しみにしているのが、季
き

節
せつ

ごとに行
おこな

われるイ
ベントなんだって。先

せん

日
じつ

は、利
と

根
ね

川
がわ

の河
か

川
せん

敷
じき

でサンマのバーベ
キュー大

たい

会
かい

が行
おこな

われたんだ。うらやましい！これからの季
き

節
せつ

はク
リスマス会

かい

もあるらしいので、参
さん

加
か

してみたいな。

【住所】斎条870　【電話番号】557―5888

北大竹遺跡の集落（平成4年撮影）

設
せつ

の名
な

福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!夢

む

知
ち

無
む

恥
ち

（運営：ＮＰＯ法人サイシップ）
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